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要約 

 都では農場における豚熱の発生が無いため、殺処分等の防疫措置について習熟している家保職員が

少ないことが課題であった。また、防疫要員に対して、鳥インフルエンザに関する防疫演習は毎年行っ

ているが、豚熱に関する防疫演習は行っていなかった。そこで、「所内演習」で豚の殺処分について、

「防疫演習」において豚熱に関する講義を新たに実施したので、その取り組みを紹介する。「所内演習」

では都内農場において、豚の追い込み、電殺、薬殺、死体の搬出を行った。演習では、動画撮影を行い

解説のコメントを付けたうえで所内に共有し、職員が閲覧できるようにした。都の「防疫演習」では、

2021 年度より動画共有サービス「YouTube」を活用して講義資料の事前配信を行っている。2022年は、

豚熱講習として、「所内演習」で撮影した動画を配信することとしたが、防疫要員は一般職員も多いた

め、豚の殺処分や死体の映像をそのまま配信するべきではないと判断し、殺処分以降のシーンについ

てはイラストで代用した。また、実地演習では、豚のぬいぐるみと電殺機を用いて豚熱の防疫作業につ

いて説明を行った。今後も家保職員の防疫作業に関する習熟及び防疫要員の防疫作業に対する理解醸

成を図り、豚熱発生時に適切に対応できるよう取り組んでいく。 

 

 

 都では農場における豚熱の発生が無く、豚熱

に関する防疫演習を実施していなかったため、

家保職員、防疫要員共に豚熱の防疫作業に関し

て習熟している職員が少ないという課題があ

る。そこで、所内向けに豚の殺処分に関する所

内演習と、防疫要員向けに、防疫演習において

豚熱に関する講義を新たに実施したので、その

概要について報告する。 

 

「所内演習」の取り組み 

 所内演習では、都内農場において、約 60kgの

肥育豚 1 頭を用いて、豚の追い込みや電殺、薬

殺、死体の搬出等を行った。所内用の資料及び

防疫要員に対する防疫演習での講義資料とする

ため、一連の流れについて動画撮影を行った。

なお、農場において事前確認を行い、豚を追い

込む動線、殺処分を行う場所、死体の搬出方

法、人員の配置等、当日の作業動線について検

討したところ、豚舎外の通路で殺処分を実施す

ると、死体の搬出がスムーズだが、通路には屋

根が無いため、雨天時は豚舎内で殺処分する必

要があること、殺処分場所からコンセントの位

置が離れているため、延長コードが必要である

こと等が分かった。現地確認を踏まえ、作業動

線図を作成した（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 まず、豚房から豚を追い出し、豚舎内の通路

で豚を一旦留置した後、殺処分場所である豚舎

外通路まで豚を追い込む。ベニヤ板越しに電殺

を行った後、薬殺を実施し、豚の死亡を確認

後、豚舎外通路の外に死体を搬出し、死体をフ

レコンに詰め込み、フォークリフトでフレコン

を搬出する流れとした（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、当日使用する資材については、事前に

農場に持ち込み消毒を実施した。飼養衛生管理

上の観点から、フレコンや豚の追い込みに使用

するコンパネなど、農場で用意できる資材につ

いては可能な限り農場で用意し、それ以外は家

保から持ち込んだ（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 演習当日は家保 6 名、農場 2名の計 8 名が参

加し、豚の追い込みやフォークリフトの運転

は、農場職員が実施した。演習に供する豚が 1

頭であったこと、スムーズな動画を撮影するた

め、電殺と薬殺については他県発生時に豚熱防

疫経験者が実施した。死体は、脚をロープで固

定しロープをフォークリフトのツメにかけ、吊

り上げてフレコンへの詰め込みを実施したが、

ロープが外れたり、切れたりする可能性も考え

られるため、労働安全も考慮した死体の詰め込

み方法を検討する必要があることが分かった。

撮影した動画は約 10分間に編集し、防疫作業の

経験が無い人にも豚の追い込みから死体の搬出

までの一連の流れが分かるよう、テロップで解

説のコメントを付けたうえで、所内に共有し

た。 

 後日、母豚 1 頭と肥育豚 1 頭を用いて、同農場

にて再度所内演習と動画撮影を実施した。肥育豚

は、防疫作業未経験の職員が、前回の所内演習で

撮影した動画を事前に閲覧したうえで、電殺、薬

殺を実施した。職員が電殺を実施したところ、電

殺機で豚を挟んでも電気が流れず、最初は電殺機

の不具合を疑ったが、実際には、電殺機での豚の

挟み込みが甘いために電気が流れていないこと

が分かった。電殺機を正しく扱えるようになるに

は、実際に豚を使用することが重要と考えられる。

母豚の殺処分については、肥育豚よりも危険を伴

うため、防疫作業経験者が実施した。電殺の手順

として、最初に脳に通電し失神させた後、心臓へ

の通電を行う。心臓への通電は、必要に応じて複

数回実施する。今回、母豚の電殺時に、2 回目の

心臓通電をかけようとしたところ、電気が流れな

い不具合が発生した。使用した電殺機の説明書を

みると、脳通電は 2～6 秒、心臓通電は 4～10 秒

と記載されており、最初の脳通電でそれ以上の秒

数をかけてしまったため、負荷がかかって回路が

遮断された可能性が考えられた。都内ではこれま

で豚熱の発生が無いため、備蓄していた電殺機に

ついて、前回の所内演習が初めての使用、母豚に

対しては今回の所内演習が初めての使用であっ

たが、このようなトラブルが起こりえることが判

明した。なお、今回の所内演習で撮影した動画に

ついても所内に共有した。 



「防疫演習」の取り組み 

 都では、豚熱や鳥インフルエンザ発生時の防疫

作業に、農林水産部局職員を防疫要員として動員

することとしており、毎年、防疫要員を対象とし

た、特定家畜伝染病防疫演習を実施している。こ

の演習は、講義・実地演習で構成されており、共

に主に鳥インフルエンザに関する内容である。ま

た、2021 年度より、コロナ対策のため、講義につ

いては動画共有サービス「YouTube」で事前に配

信を行っている。2022 年度、所内演習で撮影した

動画を講義資料として配信すると共に、実地演習

でも、豚熱の防疫作業の説明を実施した。動画の

配信にあたり、実際の防疫作業の様子を理解して

もらうためにも、撮影した動画をそのまま配信し

ようと考えていたが、防疫要員は、一般職が多い

ことから、殺処分シーンや、死体の映像をそのま

ま配信するべきではないと考え、殺処分以降のシ

ーンについては、イラストで代用した（図 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 動画時間は、殺処分以降のシーンをイラストで

代用したこともあり、元の動画時間の約半分の 5

分間となった。動画の再生回数は 73 回であった。

防疫演習参加者にアンケートを実施し、講義内容

について、１から 5の 5 段階で評価してもらった

ところ、「よく分かった」が 10 名、「分かった」

が 8 名、「どちらともいえない」が 5 名となり、

「分からなかった」と回答した人はいなかった

（図 5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお、例年通り、鳥インフルエンザに関する内

容等についても講義資料を配信した。豚熱の講義

資料を含め全部で 6 つの講義を配信しており、他

の講義についてもアンケートを実施しているが、

豚熱の講義のみ大きく結果が異なるということ

はなく、どの講義も概ね変わらない結果となった

（図 6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実地演習では、豚のぬいぐるみや電殺機、追い

込み用のコンパネなどを用いて、防疫作業の概要

及び防疫要員が実施する作業の内容について説

明を行った（図 7）。 

 

 

 

 

 

 

 



まとめ 

 豚の殺処分に関する所内演習と、防疫演習にお

いて豚熱に関する講義を新たに実施し、防疫作業

未経験の職員を含む家保職員の習熟及び防疫要

員の豚熱の防疫作業に関する理解醸成に貢献し

た。今回の所内演習では肥育豚及び母豚を使用し

たが、今後、離乳豚や雄豚を用いた演習も実施し

ていきたい。また、防疫演習においても、実際に

豚を使用するなど、実地演習の内容を充実化して

いく必要がある。豚熱発生時には、迅速かつ安全

な防疫措置が求められることから、今後もこうし

た取り組みを続け、適切に対応できるよう取り組

んでいく。 


